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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  白飛び（高輝度の小面積部）を防止可能な内
視鏡装置を実現する。
【解決手段】  ビデオプロセッサ４は、デジタル化され
た撮像信号の画素データを加算平均する平均検波回路３
８と、測光領域アドレスを入力されたタイミングジェネ
レータ３１からのサンプリングパルスに基づき画素デー
タを選択し、この選択した画素データを加算平均するウ
インドウ検波回路３９と、これら平均検波回路３８及び
ウインドウ検波回路３９から出力される検波信号の差を
とり、この差を所定の基準値と比較することで視野内に
おける鉗子等の処置具７の挿脱による有無を判別し、こ
の判別結果を出力する差分検出部４０とから構成される
調光制御部３６を有し、光源装置５の調光制御を行う。
前記光源装置５は、前記ビデオプロセッサ４からの信号
に基づき、ＤＭＤ駆動制御回路５４の制御によってデジ
タルミラーデバイス４６を駆動制御する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  照明光を供給するための光源ランプと、
前記照明光を伝達する光伝達手段及びこの光伝達手段に
より伝達される照明光で照明された被写体を撮像する撮
像装置を有する内視鏡とを備え、
前記光源ランプの光路上に配置し、所定軸に対して所定
の角度範囲で回動可能な複数のミラーを二次元的に前記
照明光の受光面側に向けて配したミラーデバイスと、
前記撮像装置が出力した被写体画像を生成する撮像信号
を、この被写体画像の異なる領域で検波する複数の検波
手段と、
前記複数の検波手段の検波結果に基づき、前記ミラーデ
バイスの複数のミラーを独立に駆動制御する駆動制御手
段と、
を具備しことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】  前記内視鏡に予め付された前記検波手段
の検波領域に関する情報を読み出す手段と、
前記情報に基づき、前記検波手段の検波領域を制御する
検波領域制御手段と、
を具備したことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡装置、更に
詳しくは光源の明るさ制御部分に特徴のある内視鏡装置
に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、内視鏡装置は、医療用及び工業用
に広く用いられるようになってきた。前記内視鏡装置
は、電子内視鏡又は外付けカメラを接眼部に設けた光学
式内視鏡を使用するものである。
【０００３】このような従来の内視鏡装置は、被写体を
撮像する撮像装置からの撮像信号を利用し、この撮像信
号を平均検波やピーク検波することにより、被写体の明
るさ情報を検出して、この明るさ情報に基づいて被写体
を照明する光源ランプの照明光路上に配した絞りを制御
することにより、被写体への光量を調整して、モニタ等
の表示装置に見易い明るさの被写体像を表示している。
【０００４】また、医療用内視鏡装置は、生体の体腔内
に細長な挿入部を挿入して生体観察を行うものであり、
前記挿入部に配設した処置具挿通チャンネルの先端側開
口から金属製等の反射率の高い鉗子等の処置具を突出さ
せて生検等の処置を行っている。
【０００５】このため、従来の医療用内視鏡装置の明る
さ情報検出機能には、モニタ等の表示装置に被写体像を
表示した際に、前記鉗子等の処置具から反射される照明
光によって現れる白飛び（高輝度の小面積部）を制限す
る機能を備えて、白飛びにより患部が暗くなることを防
止するように構成されている。
【０００６】
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【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従
来の医療用内視鏡装置は、モニタ等の表示装置に被写体
像を表示した際に、白飛び（高輝度の小面積部）を制限
する機能を設けていても、処置具の進退によって白飛び
（高輝度の小面積部）が移動し、視野内における被写体
像の明るさ分布の割合が変化するため、被写体への光量
を調整するのが困難であった。
【０００７】また、従来の医療用内視鏡装置は、使用用
途や観察部位によって挿入部の形状が異なる複数種の内
視鏡を用いるものがある。この場合、前記内視鏡装置
は、使用される内視鏡の機種毎に処置具挿通チャンネル
開口の相対位置が異なるため、視野内に現れる鉗子等の
処置具の方向がそれぞれ異なる。このため、前記内視鏡
装置は、これら鉗子等の処置具から反射される照明光に
よって現れる白飛び（高輝度の小面積部）を識別するの
が困難であった。更に、従来の医療用内視鏡装置は、視
野内に現れる鉗子等の処置具の基端部側が常に白飛び
（高輝度の小面積部）を発生するので見づらい画像をモ
ニタ等に表示していた。
【０００８】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
であり、白飛び（高輝度の小面積部）を防止可能な内視
鏡装置を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するた
め、本発明の請求項１の内視鏡装置は、照明光を供給す
るための光源ランプと、前記照明光を伝達する光伝達手
段及びこの光伝達手段により伝達される照明光で照明さ
れた被写体を撮像する撮像装置を有する内視鏡とを備
え、前記光源ランプの光路上に配置し、所定軸に対して
所定の角度範囲で回動可能な複数のミラーを二次元的に
前記照明光の受光面側に向けて配したミラーデバイス
と、前記撮像装置が出力した被写体画像を生成する撮像
信号を、この被写体画像の異なる領域で検波する複数の
検波手段と、前記複数の検波手段の検波結果に基づき、
前記ミラーデバイスの複数のミラーを独立に駆動制御す
る駆動制御手段と、を具備しことを特徴としている。ま
た、本発明の請求項２は、請求項１に記載の内視鏡装置
において、前記内視鏡に予め付された前記検波手段の検
波領域に関する情報を読み出す手段と、前記情報に基づ
き、前記検波手段の検波領域を制御する検波領域制御手
段と、を具備したことを特徴としている。この構成によ
り、白飛び（高輝度の小面積部）を防止可能な内視鏡装
置を実現する。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施の形態について述べる。
（第１の実施の形態）図１及び図２は本発明の第１の実
施の形態に係わり、図１は本発明の第１の実施の形態の
内視鏡装置を示す構成図、図２は図１のモニタに表示さ
れる内視鏡画像を示す説明図であり、図２（ａ）は鉗子
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等の処置具が内視鏡２の視野内の右斜め下から現れてい
る場合を示す説明図、図２（ｂ）は鉗子等の処置具が内
視鏡の視野内の中央部下から現れている場合を示す説明
図、図２（ｃ）は画像周縁部の領域部分を中心部に対し
て段階的に補正している場合の説明図である。
【００１１】本発明の第１の実施の形態の内視鏡装置１
は、撮像装置としてＣＣＤ２ａを内蔵する電子内視鏡
（単に内視鏡）２と、前記内視鏡２のＣＣＤ２ａにより
撮像された撮像信号を信号処理してモニタ３に観察画像
を表示させるビデオプロセッサ４と、前記内視鏡２に照
明光を供給する光源装置５とで構成されている。
【００１２】前記内視鏡２は、細長な挿入部１１の基端
側に操作部１２を備えて構成される。前記内視鏡２は、
この操作部１２の側部より延出し、後述のライトガイド
などを内挿したユニバーサルケーブル１３の端部に設け
たコネクタ部１３ａを介して、前記光源装置５及び前記
ビデオプロセッサ４と着脱自在に接続されるようになっ
ている。
【００１３】前記内視鏡２は、前記ＣＣＤ２ａを前記挿
入部１１の先端部１１ａに内臓している。前記内視鏡２
は、撮像用カバーガラス１４を介して取り込んだ被写体
像を対物光学系１５により前記ＣＣＤ２ａの撮像面に被
写体像を結像するようになっている。
【００１４】また、前記内視鏡２は、前記挿入部１１の
先端部１１ａから前記ユニバーサルケーブル１３のコネ
クタ部１３ａまで被写体像を伝達可能なライトガイド１
６を挿通している。前記ライトガイド１６から伝達され
た照明光は、照明用レンズ１７及び照明用カバーガラス
１８を介して被写体を照明するようになっている。更
に、内視鏡２の挿入部１１は、鉗子等の処置具７（図２
参照）を挿通する処置具挿通チャンネル１９を挿通配設
している。
【００１５】前記内視鏡２のコネクタ部１３ａは、前記
光源装置５のコネクタ受け部１３ｂに着脱自在に接続可
能である。前記コネクタ部１３ａは、ＲＯＭ２０と、前
記ＣＣＤ２ａに接続している信号線２ｂ及び前記ＲＯＭ
２０の入出力端子が設けられている。前記ＲＯＭ２０
は、予め前記内視鏡２の視野内に鉗子等の処置具が現れ
る方向及び領域に応じた測光領域アドレスが格納されて
いる。
【００１６】前記ビデオプロセッサ４は、前記内視鏡２
に内蔵された前記ＣＣＤ２ａの読み出しタイミング及び
この読み出しタイミングに同期した処理タイミングを供
給するタイミングジェネレータ（ＴＧ）３１と、前記タ
イミングジェネレータ３１で発生された読み出し信号で
前記ＣＣＤ２ａを駆動するＣＣＤドライバ３２と、前記
ＣＣＤ２ａからの撮像信号の低減ノイズを改善するＣＤ
Ｓ回路３３と、前記ＣＤＳ回路３３の出力をデジタル信
号に変換するＡ／Ｄコンバータ３４と、前記Ａ／Ｄコン
バータ３４でデジタル化された撮像信号をビデオ信号に
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信号処理する映像信号処理部３５と、前記Ａ／Ｄコンバ
ータ３４でデジタル化された撮像信号により前記光源装
置５の調光制御を行う調光制御部３６と、前記映像信号
処理部３５の各種設定を行うＣＰＵ制御部（以下、ＣＰ
Ｕと記す）３７とで構成されている。
【００１７】前記調光制御部３６は、後述する平均検波
回路３８、ウインドウ検波回路３９及び差分検出部４０
とから構成される。前記映像信号処理部３５は、信号処
理して得られたビデオ信号をモニタに出力可能であり、
一方前記調光制御部３６は調光制御信号を光源装置５に
出力可能である。
【００１８】前記光源装置５の光学系は、前記内視鏡２
に照明光を供給するための光源ランプ４１と、前記光源
ランプ４１からの照明光を集光する集光レンズ４２と、
前記集光レンズ４２により集光された照明光を均一化す
るインテグレータ４３と、前記インテグレータ４３より
均一化された照明光を平行光束に変換するコリメータレ
ンズ４４と、前記コリメータレンズ４４を介した照明光
を反射する平面ミラー４５と、前記平面ミラー４５に反
射された照明光を時間軸で制限するデジタルミラーデバ
イス４６と、前記デジタルミラーデバイス４６によって
反射された照明光を前記ライトガイド１６の入射端面に
導光する結像可能な導光レンズ４７とで構成されてい
る。
【００１９】前記デジタルミラーデバイス４６は、対角
線の１つを中心に安定した２つの状態間で回動するヨー
ク上に保持部材により保持された微少ミラーを６４０×
４８０の格子状にシリコンチップ上に配置し、水平方向
に±１０°の角度範囲で各ミラーが独立して可動できる
ようにした素子である。そして、前記デジタルミラーデ
バイス４６は、前記平面ミラー４５側から入射された入
射光に対し、例えば－１０°に設定した状態で前記微少
ミラーによって反射された照明光を導光レンズ４７を介
してライトガイド１６の入射端面に入射されるように設
定している。尚、前記デジタルミラーデバイス４６は、
前記平面ミラー４５側から入射された入射光に対し、前
記微少ミラーを＋１０°に設定した状態で、この微少ミ
ラーによって反射される照明光を大きく異なる方向に反
射して、前記導光レンズ４７に照明光が入射されないよ
うになっている。
【００２０】また、前記導光レンズ４７は、結像可能な
光学特性を有している。この導光レンズ４７は、前記デ
ジタルミラーデバイス４６の受光面側に複数の微少ミラ
ーによって形成された反射面を光学的な物点と見なした
ときに、前記ライトガイド１６の入射端面を略結像位置
関係にするような位置に配置されている。即ち、平面ミ
ラー４５から反射される複数の反射光束は、前記デジタ
ルミラーデバイス４６の受光面側の複数の微少なミラー
によって反射されて、前記導光レンズ４７に入射され
る。そして、これら複数の反射光束は、前記ライトガイ
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ド１６の入射端面の異なる領域に入射されるようになっ
ている。
【００２１】前記光源装置５は、前記ビデオプロセッサ
４の前記平均検波回路３８より出力される第１の調光制
御信号に基づき、被写体への照明光の照射時間情報を生
成する第１ＰＷＭ（パルス幅変調）データ生成回路５１
と、前記ウインドウ検波回路３９より出力される第２の
調光制御信号に基づき被写体への照明光の照射時間情報
を生成する第２ＰＷＭデータ生成回路５２と、これら第
１ＰＷＭデータ生成回路５１及び第２ＰＷＭデータ生成
回路５２の出力を前記ビデオプロセッサ４のＣＰＵ３７
からの制御信号により時系列合成する合成回路５３と、
前記合成回路５３で合成された結果に基づき、前記デジ
タルミラーデバイス４６を駆動制御するＤＭＤ駆動制御
回路５４とを備えて構成される。
【００２２】次に、このように構成された内視鏡装置１
の動作を説明する。ビデオプロセッサ４内のＣＰＵ３７
は、内視鏡２のコネクタ部１３ａに設けたＲＯＭ２０に
対して読み出しを行い、このＲＯＭ２０に格納された測
光領域アドレスを読み出す。また、ＣＰＵ３７によって
読み出された測光領域アドレスは、タイミングジェネレ
ータ３１に送信される。
【００２３】照明光により照明された被写体の被写体像
は、対物光学系１５によってＣＣＤ２ａの撮像面に結像
される。ＣＣＤ２ａはタイミングジェネレータ３１で発
生した読み出し信号でＣＣＤドライバ３２により駆動さ
れ、撮像面に結像された被写体像の明るさに応じた撮像
信号をビデオプロセッサ４に出力する。
【００２４】ビデオプロセッサ４に入力されたＣＣＤ出
力信号は、ＣＤＳ回路３３で低域ノイズが低減されると
共に、搬送波成分を除去した撮像信号に変換され、Ａ／
Ｄコンバータ３４でデジタル化されて映像信号処理部３
５に入力される。映像信号処理部３５は、所定の映像信
号処理を行い、ビデオ信号に変換して前記モニタ３等に
出力している。また、Ａ／Ｄコンバータ３４の出力は、
調光制御部３６の平均検波回路３８とウインドウ検波回
路３９とにそれぞれ入力される。
【００２５】平均検波回路３８は、デジタル化された撮
像信号の画素データを加算平均することで画面全体の平
均値を算出している。このとき、平均検波回路３８は、
デジタル撮像信号の全画素データを対象に加算平均を行
っても良いが、加算データのビット長を抑えるために等
間隔でサンプリングを行い、サンプリングされた画素デ
ータで加算平均を算出する方が有効である。
【００２６】また、ウインドウ検波回路３９は、測光領
域アドレスを入力されたタイミングジェネレータ３１か
ら測光領域に応じたサンプリングパルスを入力され、こ
のサンプリングパルスに基づき画素データを選択する。
例えば、図２（ａ）及び図２（ｂ）に示すように検波領
域（点線部）が選択され、この選択した画素データにて
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画素データを加算平均する。尚、図２（ａ）では、鉗子
等の処置具７が内視鏡２の視野内の右斜め下から現れて
いる場合である。図２（ｂ）では、鉗子等の処置具７が
内視鏡２の視野内の中央部下から現れている場合であ
る。
【００２７】前記平均検出回路１０１及びウインドウ検
波回路３９は、光源装置５にそれぞれ第１、第２の調光
制御信号を出力すると共に、差分検出回路４０にそれぞ
れ検波信号を出力する。
【００２８】差分検出回路４０は、平均検波回路３８及
びウインドウ検波回路３９から出力される検波信号の差
をとり、この差を所定の基準値と比較することで視野内
における鉗子等の処置具７の挿脱による有無を判別す
る。そして、差分検出回路４０は、判別結果を光源装置
５に出力している。
【００２９】平均検波回路３８及びウインドウ検波回路
３９から光源装置５に入力された第１、第２の調光制御
信号は、それぞれ第１ＰＷＭデータ生成回路５１及び第
２ＰＷＭデータ生成回路５２に入力され、それぞれの検
波結果に基づいた制御データを生成する。
【００３０】合成回路５３は、差分検出回路４０の出力
に基づき判別した結果によって、検波領域に鉗子等の処
置具７有りと判断した場合には、タイミングジェネレー
タ３１から出力される測光領域アドレスに応じたタイミ
ングで、第２ＰＷＭデータ生成回路５２から出力される
制御データを第１ＰＷＭデータ生成回路５１から出力さ
れる制御データに時系列的に合成して、ＤＭＤ駆動制御
回路５４に出力する。
【００３１】一方、合成回路５３は、差分検出回路４０
の出力による判別結果に基づき、検波領域に鉗子等の処
置具７無しと判断した場合には、第１ＰＷＭデータ生成
回路５１から出力される制御データのみをＤＭＤ駆動制
御回路５４に出力する。そして、ＤＭＤ駆動制御回路５
４は、合成回路５３によって出力された制御データに基
づいたＰＷＭパルスを生成する。
【００３２】また、ＤＭＤ駆動制御回路５４は、合成回
路５３によって第１ＰＷＭデータ生成回路５１の制御デ
ータと第２ＰＷＭデータ生成回路５２の制御データとを
時系列的に合成した制御データが入力される。この場
合、ＤＭＤ駆動制御回路５４は、タイミングジェネレー
タ３１より同期信号を供給されることにより、入力され
る制御データの変化タイミングが測光領域アドレス情報
となっているので、この変化タイミングで各ミラーを選
択的に順次駆動すると共に、入力される制御データに応
じたＰＷＭパルスで駆動する。このことにより、デジタ
ルミラーデバイス４６の各ミラーは、ＰＷＭパルス幅で
平面ミラー４５の反射によって入射される照明光を導光
レンズ４７に反射させることができる。
【００３３】そして、導光レンズ４７を介してライトガ
イド１６の入射端面の異なる領域毎に入射されたデジタ
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7
ルミラーデバイス４６の各ミラーの反射光は、その領域
が保持されたライトガイド１６の出射端面から照明用レ
ンズ１７及び照明用カバーガラス１８を介して被写体を
照明する。
【００３４】この結果、本実施の形態の内視鏡装置は、
被写体の明るさをＰＷＭパルスのパルス幅の可変量に応
じて変化させると共に、ＰＷＭパルスのパルス幅の可変
量をＣＣＤ２ａより得られる撮像信号により変化させる
ことができる。従って、本実施の形態の内視鏡装置は、
被写体の明るさ制御が可能である。
【００３５】また、本実施の形態の内視鏡装置は、内視
鏡の機種毎に異なる視野内に鉗子等の反射率の高い処置
具７の現れる方向と領域を予め認識できる。従って、本
実施の形態の内視鏡装置は、処置具７による反射を識別
できる。
【００３６】更に、本実施の形態の内視鏡装置は、ウイ
ンドウ検波回路３９でその領域を検波することで、デジ
タルミラーデバイス４６のミラー素子を選択的に制御
し、処置具７に照射される光量を選択的に制限すること
が可能となる。従って、本実施の形態の内視鏡装置は、
白飛び（高輝度の小面積部）を防止可能である。
【００３７】尚、内視鏡装置は、図示しないがウインド
ウ検波回路３９を複数設けることにより更に精度が向上
でき、処置具７の進退にも対応ができる。例えば、図２
（ｃ）に示すようにウインドウ検波範囲において、視野
内に現れる被写体としての処置具７は、画像周縁部の領
域部分がＣＣＤ２ａに対して近い距離に位置する。この
とき、内視鏡装置は、複数のウインドウ検波回路３９に
より画像中心部に対して補正利得を段階的に設けること
で、鉗子等の処置具７の基端部側の白飛びを防止するこ
とが可能である。
【００３８】（第２の実施の形態）図３ないし図７は本
発明の第２の実施の形態に係わり、図３は本発明の第２
の実施の形態の内視鏡装置を示す構成図、図４は図３の
ビデオプロセッサの調光制御部を示す回路ブロック図、
図５及び図６は画素データを水平方向に２ブロック加算
する場合を説明する説明図であり、図５は撮像領域の１
ブロックを水平方向にｎ個分割して、このｎ個に分割さ
れた分割領域毎をｎ個の各ブロック平均算出部で検波す
る際の説明概念図、図６は図５の各ブロック平均算出部
で検波された画素データをブロック検波データとして取
り込む際の説明概念図、図７はブロック検波データによ
る１個のブロックデータを単位として被写体画像の１画
面を形成した際の説明概念図であり、図７（ａ）は４×
４の画素データを１ブロックとした場合の平均値を１個
のブロックデータの単位とした際の説明概念図、図７
（ｂ）は同図（ａ）の１個のブロックデータを水平及び
垂直方向に２ブロック加算して１個のブロックデータの
単位とした際の説明概念図、図７（ｃ）は同図（ｂ）の
１個のブロックデータを更に水平及び垂直方向に２ブロ
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ック加算して１個のブロックデータの単位とした際の説
明概念図である。
【００３９】上記第１の実施の形態では、予め記憶した
測光領域アドレスの情報に基づいて、処置具７の白飛び
を防止可能に構成しているが、本第２の実施の形態では
前記測光領域アドレスを有すること無く、処置具７の白
飛びを防止可能に構成する。上記第１の実施の形態と同
一の構成には同じ符号を付して説明を省略し、異なる点
のみ説明する。
【００４０】図３に示すように本第２の実施の形態の内
視鏡装置１００は、第１の実施の形態とはＲＯＭ２０を
設けていないことのみ異なる内視鏡１０１と、ビデオプ
ロセッサ１０２及び光源装置１０３とで構成されてい
る。
【００４１】前記ビデオプロセッサ１０２は、第１の実
施の形態と同様なタイミングジェネレータ３１と、ＣＣ
Ｄドライバ３２と、ＣＤＳ回路３３と、Ａ／Ｄコンバー
タ３４とを有し、第１の実施の形態とは異なる映像信号
処理部１０４及び調光制御部１０５を有して構成され
る。
【００４２】前記映像信号処理部１０４は、前記Ａ／Ｄ
コンバータ３４でデジタル化されたデジタル撮像信号の
重畳された色情報成分を除去し、デジタル輝度信号を得
るローパスフィルタ（ＬＰＦ）部１１１と、前記ローパ
スフィルタ部１１１からのデジタル輝度信号をガンマ補
正するガンマ補正部（以下、γ補正部）１１２と、前記
Ａ／Ｄコンバータ３４からのデジタル撮像信号を水平方
向１ライン分遅延させる第１の１Ｈ遅延線（１Ｈ ＤＥ
ＲＡＹ）１１３ａと、前記第１の１Ｈ遅延線１１３ａで
遅延されたデジタル撮像信号を更に水平方向１ライン分
遅延させる第２の１Ｈ遅延線（１Ｈ ＤＥＲＡＹ）１１
３ｂと、前記Ａ／Ｄコンバータ３４からのデジタル撮像
信号及び前記１の１Ｈ遅延線１１３ａからのデジタル撮
像信号を加算平均する加算部１１４と、前記第２の１Ｈ
遅延線１１３ｂからのデジタル撮像信号及び前記加算部
１１４で加算平均されたデジタル撮像信号に基づく輪郭
強調信号を生成するエンハンス部１１５と、前記第２の
１Ｈ遅延線１１３ｂからのデジタル撮像信号及び前記加
算部１１４で加算平均されたデジタル撮像信号に対して
所定の色処理を行い、色差信号に変換する色処理部１１
６と、前記γ補正部１１２からのデジタル輝度信号に前
記エンハンス部１１５で生成された輪郭強調信号を重畳
させる加算器１１７と、前記色処理部１１６で変換され
た色差信号をエンコード処理し、デジタルクロマ信号を
得るエンコーダ部１１８と、前記エンコーダ部１１８か
らのデジタルクロマ信号をアナログのクロマ信号に変換
するＤ／Ａコンバータ１１９ａと、前記加算器１１７で
輪郭強調信号を重畳されたデジタル輝度信号をアナログ
輝度信号に変換するＤ／Ａコンバータ１１９ｂと、前記
Ｄ／Ａコンバータ１１９ｂで変換されたアナログ輝度信
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号及び前記Ｄ／Ａコンバータ１１９ａからのデジタルク
ロマ信号を加算し、コンポジットビデオ信号を得る加算
器１２０とで構成されている。
【００４３】一方、図４に示すように前記調光制御部１
０５は、標準偏差算出部１２１と、ヒストグラム算出部
１２２と、複数（ｎ）個の各ブロック平均算出部ｎ１２
４で構成されたブロック検波部１２３とに前記映像信号
処理部１０４の前記Ａ／Ｄコンバータ３４でデジタル化
された撮像信号の画素データをそれぞれ入力可能に接続
している。
【００４４】前記標準偏差算出部１２１は、所定の基準
値と比較する比較器１２５に接続されており、この比較
器１２５は前記映像信号処理部１０４の前記エンハンス
部１１５に接続されると共に、前記光源装置１０３に接
続される。
【００４５】前記ヒストグラム算出部１２２は、傾き検
出部１２６に接続され、この傾き検出部１２６は極数判
別部１２７に接続されている。前記極数判別部１２７は
所定の基準値と比較する比較器１２８に接続され、この
比較器１２８は前記タイミングジェネレータ３１に接続
されている。
【００４６】前記ブロック検波部１２３は、被写体画像
の撮像領域を予め決められた分割領域毎に検波する検波
回路であり、前記タイミングジェネレータ３１（図３参
照）によって前記Ａ／Ｄコンバータ３４から順次出力さ
れるデジタル撮像信号の画素データを分割領域毎に選択
的に順次各ブロック平均算出部ｎ１２４に入力させ、そ
れぞれの分割領域における画素データの平均値をブロッ
ク検波データとして算出するようになっている。
【００４７】尚、ブロック平均算出部ｎ１２４の個数
は、被写体画像の撮像領域を分割した分割数分設けても
良いが、被写体画像を水平、垂直の両方向に分割した数
のブロック平均算出部ｎ１２４を設けると回路が膨大と
なるため、本実施の形態では後述するように被写体画像
を水平方向に所定数（ｎ個）分割し、この分割数に応じ
た分だけブロック平均算出部ｎ１２４を設けている。
【００４８】そして、各ブロック平均算出部ｎ１２４
は、算出した各分割領域のブロック検波データを順次時
系列で領域検波信号として出力する時間軸多重回路１３
１に接続されており、この時間軸多重回路１３１は１画
面分の各分割ブロックの画素データの平均を算出するた
めの加算器１３２と、水平方向における各分割ブロック
の画素データの平均を算出するための加算器１３３と、
切換スイッチ回路１３４とに接続されている。
【００４９】前記加算器１３２の出力端は、フリップフ
ロップ（ＦＦ）１３５に接続され、このフリップフロッ
プ１３５の出力端は比較器１３６の入力端及び加算器１
３２の他方の入力端に接続されている。前記比較器１３
６は、アップ／ダウンカウンタ（以下、Ｕ／Ｄカウン
タ）１３７に接続され、このＵ／Ｄカウンタ１３７は光
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源装置１０３に接続されている。
【００５０】前記加算器１３３は、フリップフロップ
（ＦＦ）１３８に接続されている。このフリップフロッ
プ１３８は、レジスタ１３９の入力端と、加算器１３３
の他方の入力端と、加算器１４０の入力端とに接続され
ている。前記レジスタ１３９の出力端は、加算器１４０
の他方の入力端に接続されている。この加算器１４０の
出力端は、前記切換スイッチ回路１３４と、レジスタ１
４１の入力端と、加算器１４２の入力端とに接続されて
いる。前記レジスタ１４１の出力端は、前記加算器１４
２の他方の入力端に接続され、この加算器１４２の出力
端は前記切換スイッチ回路１３４に接続されている。
【００５１】前記切換スイッチ回路１３４は、前記時間
軸多重回路１３１と、前記加算器１４０及び前記加算器
１４２のそれぞれの出力端から出力される領域検波信号
を選択的に切り換えてルックアップテーブル（ＬＵＴ）
１４３に出力できるようになっており、前記比較器１２
８の出力に基づいて制御可能となっている。
【００５２】前記光源装置１０３は、第１の実施の形態
と同様な光学系を有している。前記光源装置１０３は、
前記ルックアップテーブル１４３の出力を前記比較器１
２５の出力に基づき選択的に導通するオンオフスイッチ
１４４と、前記Ｕ／Ｄカウンタ１３７の出力に前記ルッ
クアップテーブル１４３の出力を加算するための加算器
１４５とを設けて構成される。尚、前記加算器１４５
は、ＤＭＤ駆動制御回路５４に接続されている。
【００５３】次に各部の動作について説明する。前記ヒ
ストグラム算出部１２２は、前記Ａ／Ｄコンバータ３４
から出力されるデジタル撮像信号に基づき画素データの
数を所定の輝度範囲毎に計数することで、各輝度範囲に
おける輝度分布を算出する。前記傾き検出部１２６は、
前記ヒストグラム算出部１２２で得られた頻度分布の結
果である各輝度範囲の画素データの計数結果を隣接する
輝度範囲の画素データの計数結果と比較することで、傾
きの極性を検出する。前記極数判別部１２７は、前記傾
き検出部１２６で得られた傾きの極性の変化にて極数の
有無を判別し、その極数を計数する。このことにより、
前記比較器１２８は、極数判別部１２７で計数された極
数を基準値と比較するので、この比較結果は被写体画像
の多極分布の有無を判別した結果となる。
【００５４】前記標準偏差算出部１２１は、前記Ａ／Ｄ
コンバータ３４から出力されるデジタル撮像信号の画素
データから標準偏差を算出する。この標準偏差算出部１
２１で算出された標準偏差は、比較器１２５で所定の基
準値と比較され、この比較結果は比較器１２５により出
力される。そして、前記映像信号処理回路１７のエンハ
ンス部１１５の出力は、前記比較器１２５での比較結果
に基づき、可変される。
【００５５】前記ブロック検波部１２３は、分割領域毎
に各ブロック平均算出部ｎ１２４で検波し、ブロック検
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11
波データを得る。このブロック平均算出部ｎ１２４より
出力されるブロック検波データは、時間軸多重回路１３
１により各撮像領域のブロック検波データが順次時系列
で出力される領域検波信号に変換される。
【００５６】前記時間軸多重回路１３１から出力される
領域検波信号は、加算器１３２とフリップフロップ１３
５とで構成した第１の循環型加算器により、各ブロック
検波データの合計が算出され、合計データの上位８ビッ
トを比較器１３６に選択的に出力することで、１画面分
の平均輝度値が算出される。前記比較器１３６は、算出
された１画面分の平均輝度値を所定の基準値と比較し、
この比較結果により前記Ｕ／Ｄカウンタ１３７を制御し
て、１画面分に対する平均調光制御データを生成する。
【００５７】一方、前記時間軸多重回路１３１から出力
される領域検波信号は、加算器１３３とフリップフロッ
プ１３８とで構成した第２の循環型加算器に入力され
る。前記フリップフロップ１３８は、前記比較器１２８
の出力である被写体画像の多極分布の有無を判別した結
果に基づき前記タイミングジェネレータ３１からのクリ
アパルスが入力され、このクリアパルスに基づき領域検
波信号の水平方向におけるブロック検波データの加算個
数が設定され、水平方向におけるブロック検波データの
加算が実施される。
【００５８】尚、本実施の形態では、被写体画像の多極
分布の判別結果に基づき、水平方向に２ブロック及び４
ブロックの画素データの加算を実施して、水平ブロック
の検波加算データを得ている。
【００５９】ここで、図５及び図６を用いて画素データ
を水平方向に２ブロック加算する場合を例にして説明す
る。例えば図５に示すように、撮像領域は１ブロックを
４×４の画素に設定され、水平方向にｎ個分割される。
そして、このｎ個に分割された分割領域は、ｎ個の各ブ
ロック平均算出部ｎ１２４で検波され、ブロック検波デ
ータが得られる。
【００６０】撮像信号は、前記ＣＣＤ２ａより順次出力
されるので、前記Ａ／Ｄコンバータ３４からのデジタル
撮像信号の画素データは順次出力される。
【００６１】図６に示すようにブロック平均算出部ｎ１
２４に入力される画素データの１ライン目は、ブロック
平均算出部１にＤ0,0、Ｄ0,1、Ｄ0,2、Ｄ0,3の画素デー
タが順次入力され、ブロック平均算出部２にＤ0,4、Ｄ
0,5、Ｄ0,6、Ｄ0,7の画素データが順次入力されて、ブ
ロック平均算出部ｎまで順次入力される。
【００６２】そして、ブロック平均算出部ｎ１２４に入
力される画素データの４ライン目（最終ライン）は、ブ
ロック平均算出部１にＤ3,0、Ｄ3,1、Ｄ3,2、Ｄ3,3の画
素データが順次入力され、Ｄ3,3の画素データが入力さ
れた次クロック（Ｄ3,4のタイミング）でブロック平均
算出部１の画素データの平均値が算出され、Ｄ3,5のタ
イミングで算出された画素データの平均値がブロック平
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均算出部１の１回目のブロック検波データとして前記時
間軸多重回路１３１に出力される。更に、Ｄ3,6のタイ
ミングでブロック平均算出部１内のデータはクリアさ
れ、５ライン目以降のデータでブロック平均算出部１の
２回目の平均算出処理を行う。以降、同様にブロック平
均算出部１からブロック平均算出部ｎまで２回目の平均
算出処理を行う。
【００６３】従って、各ブロック平均算出部ｎ１２４で
算出される画素データの１回目の平均値データは、Ｄ3,
5、Ｄ3,9、・・・Ｄ3,4n+1のタイミングで順次時間軸多
重回路１３１にブロック検波データとして出力される。
そして、各ブロック平均算出部ｎ１２４から入力された
ブロック検波データは、時間軸多重回路１３１で順次化
され、領域検波信号として出力される。
【００６４】前記時間軸多重回路１３１から出力される
領域検波信号は、図４で説明したように前記第１の循環
型加算器を構成する前記加算器１３２と、前記第２の循
環型加算器を構成する前記加算器１３３と、切換スイッ
チ回路１３４とに出力される。
【００６５】ここで、前記切換スイッチ回路１３４に出
力される領域検波信号としてのブロック検波データは、
４×４の画素データを１ブロックとした場合の平均値を
１個のブロックデータの単位とし図７（ａ）に示すよう
に被写体画像の１画面を形成するようになっている。
【００６６】そして、前記第２の循環型加算器を構成す
る前記加算器１３３に領域検波信号として入力される順
次化された水平方向１列分の検波加算データは、前記フ
リップフロップ１３８を介して順次出力され、レジスタ
１３９に一次保存される。
【００６７】前記第２の循環型加算器を構成する加算器
１４０は、前記レジスタ１３９により一次保存された水
平ブロックの検波加算データと、前記第１の循環型加算
器を構成するフリップフロップ１３８から出力される垂
直方向の次列の水平ブロック検波加算データとを加算す
る。
【００６８】即ち、被写体画像の多極分布の判別結果に
基づき、図５及び図６で説明したように水平方向に２ブ
ロックの加算をしている場合、図７（ｂ）に示すように
前記加算器１４０の出力にはブロック検波データを水平
及び垂直方向に２ブロック加算した結果がブロック検波
加算データとして得られ、この水平及び垂直方向に２ブ
ロック加算したブロック検波データを１個のブロックデ
ータの単位として被写体画像の１画面を形成するように
なっている。
【００６９】そして、切換スイッチ回路１３４に出力さ
れるブロック検波加算データについては４ビット分（加
算個数分）をビットシフトさせることで平均データ化
し、ブロック検波部１２３の検波領域に対して４倍の領
域のブロック検波データとして順次出力される。一方、
被写体画像の多極分布の判別結果に基づき水平方向に４
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ブロックの加算をしている場合、加算器１４０の出力に
はブロック検波データを水平方向に４ブロック、垂直方
向に２ブロック加算した結果が得られる。このブロック
検波データを水平方向に４ブロック、垂直方向に２ブロ
ック加算したブロック検波加算データは、前記レジスタ
１４１に一時保存される。
【００７０】前記加算器１４２は、前記レジスタ１４１
に一時保存した水平方向に４ブロック、垂直方向に２ブ
ロック加算したブロック検波加算データと、前記加算器
１４０から出力される垂直方向に２ブロックを１列と見
たときに次列となる水平方向に４ブロック、垂直方向に
２ブロック加算したブロック検波加算データとを加算す
る。
【００７１】よって、被写体画像の多極分布の判別結果
に基づき水平方向に４ブロックの加算をしている場合、
図７（ｃ）に示すように前記加算器１４２の出力にはブ
ロック検波データを水平及び垂直方向に４ブロック加算
した結果が得られ、この４ブロック加算したブロック検
波データを１個のブロックデータの単位として被写体画
像の１画面を形成するようになっている。
【００７２】そして、切換スイッチ回路１３４に出力さ
れるブロック検波加算データについては、１６ビット分
（加算個数分）をビットシフトさせることで平均データ
化し、ブロック検波部１２３の検波領域に対して１６倍
の領域のブロック検波データとして順次出力される。
【００７３】そして、切換スイッチ回路１３４は、前記
比較器１２８の出力である被写体画像の多極分布の判別
結果に基づき、時間軸多重回路１３１より出力される領
域検波信号と、加算器１４０より出力されるブロック検
波データを水平及び垂直方向に２ブロック毎に加算平均
したブロック検波加算平均データと、加算器１４２より
出力されるブロック検波データを水平及び垂直方向に４
ブロック毎に加算平均したブロック検波加算平均データ
をルックアップテーブル１４３へ選択的に出力する。
尚、本実施の形態では、図７に示すように被写体画像の
分布状況が多極であるほど、領域が小さい検波結果が選
択されるようになっている。
【００７４】そして、前記ルックアップテーブル１４３
には、予め検波レベルに応じた複数の補正データが格納
されており、前記切換スイッチ回路１３４より入力され
る検波データに応じて、補正データが選択的に出力され
る。また、格納されている補正データは高輝度レベル及
び暗レベルほど補正量が大きくなる非線型のデータ群で
構成されている。
【００７５】そして、前記ルックアップテーブル１４３
から出力される補正データは、前記光源装置１０３の前
記オンオフスイッチ１４４に出力され、前記比較器１２
５の出力である被写体画像の輝度の関するバラツキ結果
に基づき、オンオフ制御される。
【００７６】前記光源装置１０３の前記加算器１４５
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は、前記オンオフスイッチ１４４の出力と、前記Ｕ／Ｄ
カウンタ１３７の出力とを加算し、被写体画像の輝度の
関するバラツキが所定量以上のときは、上述した平均調
光制御データに補正データを加算した調光制御データを
前記ＤＭＤ駆動制御回路５４に出力する。一方、被写体
画像の輝度に関するバラツキが所定量未満のときは、平
均調光制御データを前記ＤＭＤ駆動制御回路５４に出力
する。前記ＤＭＤ駆動制御回路５４は、前記加算器２３
の出力に基づいて、前記デジタルミラーデバイス４６の
各ミラーを駆動制御する。
【００７７】尚、前記加算器１４５の出力は、平均調光
制御データに補正データが加算された調光制御データで
ある場合、前記切換スイッチ回路１３４の各入力端に順
次入力される領域の大きさが異なるブロック検波データ
の領域変化タイミングは、タイミングジェネレータ３１
が切換スイッチ回路１３４を制御しているので、タイミ
ングジェネレータ３１の出力に基づく切換スイッチ回路
１３４の制御状態に応じて、ブロック検波データの領域
変化タイミングに対応した制御パルスを前記ＤＭＤ駆動
制御回路５４に出力することで、前記デジタルミラーデ
バイス４６の各ミラーを順次駆動するように制御しても
良い。
【００７８】この結果、本第２の実施の形態の内視鏡装
置は、被写体の状態に応じた配光制御が可能となる。ま
た、本第２の実施の形態の内視鏡装置は、配光制御の状
態に応じて、映像信号処理部１０４のエンハンスレベル
を可変させるので、配光制御しても被写体画像の階調性
が劣化しない。従って、本第２の実施の形態の内視鏡装
置は、白飛び（高輝度の小面積部）を防止することが可
能である。
【００７９】（第３の実施の形態）図８及び図９は本発
明の第３の実施の形態に係わり、図８は本発明の第３の
実施の形態の内視鏡装置を示す構成図、図９は図８の内
視鏡装置の動作を説明する説明図である。本第３の実施
の形態では位置検出素子を有し、この位置検出素子によ
り得た被写体距離情報により白飛び（高輝度の小面積
部）を防止可能に構成する。上記第１、第２の実施の形
態と同一の構成には同じ符号を付して説明を省略し、異
なる点のみ説明する。
【００８０】図８に示すように本第３の実施の形態の内
視鏡装置１５０は、第１の実施の形態とは挿入部先端部
１１ａの構成が異なる内視鏡１５１と、ビデオプロセッ
サ１５２及び光源装置１５３とで構成されている。
【００８１】前記内視鏡１５１は、この挿入部先端部１
１ａに圧電アクチュエータ１６１で保持され、ＣＣＤ２
ａに対し移動可能な対物光学系１６２を有し、この対物
光学系１６２と撮像用カバーガラス１４との間の光路上
に、光軸を分割するプリズム１６３と、このプリズム１
６３で入射光軸に対して分割された光路上に設けた測距
用対物レンズ１６４と、この測距用対物レンズ１６４を
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介した被写体の撮像光を受光する位置検出素子（ＰＳ
Ｄ）１６５とを設けて構成されている。
【００８２】前記ビデオプロセッサ１５２は、前記内視
鏡１５１の圧電アクチュエータ１６１を駆動するアクチ
ュエータ駆動回路１７１と、前記位置検出素子１６５か
らの信号より前記位置検出素子１６５の受光面における
位置情報を検出する位置検波回路１７２と、この位置検
波回路１７２により得られた位置情報を測距情報に変換
するルックアップテーブル１７３とを設けており、前記
ルックアップテーブル１７３はＣＰＵ１７４に接続され
ている。そして、このＣＰＵ１７４は、前記ルックアッ
プテーブル１７３の測距情報に応じたアクチュエータ制
御パルスを前記アクチュエータ駆動回路１７１に供給す
るようになっている。
【００８３】また、ビデオプロセッサ１５２は、測距モ
ードと通常観察モードとの切り換え操作をするフロント
パネル１７５と及びＤＭＤ制御切換スイッチ１７６とが
設けられ、前記フロントパネル１７５から出力される切
換操作信号は前記ＣＰＵ１７４に入力されるようになっ
ている。前記ＤＭＤ制御切換スイッチ１７６は、前記Ｃ
ＰＵ１７４を介した切換操作信号に応じて、調光制御部
１０５の検波出力とＣＰＵ１７４から出力されるミラー
選択信号とを選択的に光源装置１５３のＤＭＤ駆動制御
回路５４に出力するようになっている。
【００８４】このように構成した内視鏡装置１５０の動
作について説明する。内視鏡装置１５０は、フロントパ
ネル１７５の操作スイッチが押されると、ＣＰＵ１７４
の制御によって通常観察モードから測距モードへ切り替
わる。ＣＰＵ１７４は、ＤＭＤ制御切換スイッチ１７６
に対して切り換え制御を行うと共に、ミラー選択信号を
出力する。そして、このミラー選択信号は、ＤＭＤ制御
切換スイッチ１７６を介してＤＭＤ駆動制御回路５４に
入力される。
【００８５】ＤＭＤ駆動制御回路５４は、ミラー選択信
号に基づきデジタルミラーデバイス４６の中心部のミラ
ーを、このデジタルミラーデバイス４６に入射される照
明光が導光レンズ４７に反射されるような角度に制御
し、その他のミラーを導光レンズ４７に反射させない角
度に制御する。よって、内視鏡１５１の先端部１１ａよ
り出射される照明光は、スポット制御された照明光とし
て被写体に照射される。
【００８６】スポット制御された照明光は、被写体を照
明すると、被写体の反射による撮像光がプリズム１６３
に入射され、このプリズム１６３により光路が分割され
て測距用対物レンズ１６４を介し位置検出素子１６５の
受光面に撮像光が入射される。
【００８７】ここで、説明を簡略するためにプリズム１
６３を省くが、図９に示すように位置検出素子１６５の
受光面には、被写体との距離に応じた受光範囲が形成さ
れる。位置検出素子１６５は、この受光範囲に応じた位
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置検出素子出力信号をビデオプロセッサ１５２内の位置
検波回路１７２に出力する。
【００８８】位置検波回路１７２は、位置検出素子出力
信号を積分し、この積分した結果をデジタル化してルッ
クアップテーブル１７３に出力する。そして、このルッ
クアップテーブル１７３は、受光範囲情報を測距情報に
変換し、被写体距離情報を得る。
【００８９】ルックアップテーブル１７３から出力され
る被写体距離情報は、ＣＰＵ１７４に入力され、このＣ
ＰＵ１７４は被写体距離情報に応じたアクチュエータ制
御信号をアクチュエータ駆動回路１７１に出力する。ア
クチュエータ駆動回路１７１は、アクチュエータ制御信
号にて圧電アクチュエータ１６１を駆動する。そして、
圧電アクチュエータ１６１で保持された対物光学系１６
２は、ＣＣＤ１５１ａに対して回動し、被写体像をＣＣ
Ｄ１５１ａの撮像面に結像させる。
【００９０】一方、内視鏡装置１５０は通常観察モード
のとき、調光制御部１０５の出力である明るさ情報を有
する検波出力がＤＭＤ駆動制御回路５４に入力され、Ｄ
ＭＤ駆動制御回路５４はこの明るさ情報に基づき、デジ
タルミラーデバイス４６を制御して、被写体の明るさが
所定の明るさになるように照明光を制御する。
【００９１】この結果、本第３の実施の形態の内視鏡装
置は、白飛び（高輝度の小面積部）を防止可能で、且つ
測距専用に光源を備える必要が無く、簡単な構成で測距
が可能な内視鏡を実現できる。
【００９２】（第４の実施の形態）図１０及び図１１は
本発明の第４の実施の形態に係わり、図１０は本発明の
第４の実施の形態の内視鏡装置を示す構成図、図１１は
図１０の光源装置の分割ライトガイドの入射端面を示す
説明図である。上記第３の実施の形態では、位置検出素
子を有し、この位置検出素子により得た被写体距離情報
により白飛び（高輝度の小面積部）を防止可能に構成し
ているが、本第４の実施の形態では２つの内視鏡を用い
る構成において、白飛び（高輝度の小面積部）を防止可
能に構成する。上記第１、第２の実施の形態と同一の構
成には同じ符号を付して説明を省略し、異なる点のみ説
明する。
【００９３】図１０に示すように本第４の実施の形態の
内視鏡装置２００は、第１の内視鏡２０１と、この第１
の内視鏡２０１に接続される第１のビデオプロセッサ２
０２と、前記第１の内視鏡２０１の処置具挿通チャンネ
ルに挿入される第２の内視鏡２０３と、この第２の内視
鏡に接続される第２のビデオプロセッサ２０４と、前記
第１の内視鏡２０１及び第２の内視鏡２０３を両方同時
に接続する光源装置２０５とで構成されている。
【００９４】前記第１の内視鏡２０１及び前記第２の内
視鏡２０３は、上記した第２の実施の形態とほぼ同様な
構成であるが、照明光を伝達するライトガイドの構成が
異なり、複数の光ファイバを非整列に束ねてライトガイ
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ド２１０ａ、２１０ｂを形成したものである。
【００９５】前記第１のビデオプロセッサ２０２は、Ｃ
ＤＳ回路３３ａからの撮像信号の高輝度部に対してクリ
ップを行うクリップ回路２１１と、このクリップ回路２
１１の出力と前記ＣＤＳ回路３３ａの出力とを選択する
クリップスイッチ回路２１２とを設けており、前記クリ
ップスイッチ回路２１２の出力は調光制御部２１３ａに
接続され、この調光制御部２１３ａの検波出力は光源装
置２０５に出力するようになっている。また、前記タイ
ミングジェネレータ３１ａは、前記第２のビデオプロセ
ッサ２０４のタイミングジェネレータ３１ｂに同期信号
を出力するようになっている。
【００９６】前記第２のビデオプロセッサ２０４は、上
記したように前記第１のビデオプロセッサ２０２からの
同期信号に応じて前記第１のビデオプロセッサ２０２に
同期し、各機能が動作するようになっている。そして、
前記第２のビデオプロセッサ２０４内のＣＤＳ回路３３
ｂからの撮像信号を検波する調光制御部２１３ｂは検波
出力を光源装置２０５に出力するようになっている。
【００９７】前記光源装置２０５は前記第１の内視鏡２
０１及び前記第２の内視鏡２０３に着脱自在に接続さ
れ、これら第１の内視鏡２０１及び第２の内視鏡２０３
のそれぞれのライトガイド２１０ａ，２１０ｂに照明光
を導光するための分割ライトガイド２２１と、この分割
ライトガイド２２１の入射端面に照明光を入射されるた
めの集光レンズ２２２とが設けられている。
【００９８】前記分割ライトガイド２２１は図１１に示
すように、入射端面の中央部２２１ａに入射する照明光
を前記第２の内視鏡２０３のライトガイド２１０ｂの入
射端面に導光すると共に、入射端面の周縁部２２１ｂに
入射する照明光を前記第１の内視鏡２０２のライトガイ
ド２１０ａの入射端面に導光するようになっている。
【００９９】前記集光レンズ２２２は、コンデンサタイ
プの光学特性を有している。前記集光レンズ２２２は、
デジタルミラーデバイス４６の受光面側に複数の微少ミ
ラーによって形成された反射面を光学的な物点と見なし
たときに、前記分割ライトガイド２２１の入射端面を略
瞳位置関係にする位置に配置されている。
【０１００】前記光源装置２０５は、前記第１のビデオ
プロセッサ２０２の前記調光制御部２１３ａの出力を基
準電圧と比較する比較器２２３ａと、前記第２のビデオ
プロセッサ１０２の調光制御部２１３ｂの出力を前記比
較器２２３ａと同じ基準電圧で比較する比較器２２３ｂ
と、前記第１のビデオプロセッサ２０２の調光制御部２
１３ａの出力と第２のビデオプロセッサ１０２の調光制
御部２１３ｂの出力との差を算出すると共に、この算出
結果が所定値以上のとき制御信号を出力する差分検出部
２２４とを設けており、この差分検出部２２４の制御信
号に基づき前記第１のビデオプロセッサ２０２の前記ク
リップスイッチ回路２１２を制御するようになってい
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る。
【０１０１】前記比較器２２３ａと前記比較器２２３ｂ
とは、ＤＭＤ駆動制御回路５４に接続され、このＤＭＤ
駆動制御回路５４はデジタルミラーデバイス４６の各ミ
ラーを制御し図１１に示す各領域に対応して駆動するよ
うになっている。
【０１０２】このように構成した内視鏡装置２００の動
作について説明する。第１の内視鏡２０１のＣＣＤ２０
１ａは、第１のビデオプロセッサ２０２のタイミングジ
ェネレータ３１ａより発生した読み出し信号に基づき第
１のビデオプロセッサ２０２のＣＣＤドライバ３２ａに
より駆動され、図示しない対物光学系により撮像面に結
像された被写体像の明るさに応じて撮像信号を第１のビ
デオプロセッサ２０２に出力する。
【０１０３】同様に、第２の内視鏡２０３のＣＣＤ２０
３ａは、第２のビデオプロセッサ２０４のタイミングジ
ェネレータ３１ｂより発生した読み出し信号に基づき第
２のビデオプロセッサ２０４のＣＣＤドライバ３２ｂに
より駆動され、図示しない対物光学系により撮像面に結
像された被写体像の明るさに応じた撮像信号を第２のビ
デオプロセッサ２０４に出力する。
【０１０４】第１のビデオプロセッサ２０２に入力され
た第１の内視鏡２０１の撮像信号は、ＣＤＳ回路３３ａ
及びＡ／Ｄコンバータ３４ａを介して映像信号処理部３
５ａに入力され、この映像信号処理部３５ａでビデオ信
号に処理されてモニタ３等の表示装置に出力される。ま
た、ＣＤＳ回路３３ａに出力された撮像信号はクリップ
スイッチ回路２１２を介して調光制御部２１３ａに出力
される。この調光制御部２１３ａは入力された撮像信号
を検波し、検波結果として第１の検波信号を出力する。
更に、ＣＤＳ回路３３ａに出力された撮像信号はクリッ
プ回路２１１に入力され、高輝度部がクリップされる。
【０１０５】第１のビデオプロセッサ２０２より出力さ
れた第１の検波信号は、光源装置２０５の比較器２２３
ａで基準電圧と比較され、この比較結果に応じてＤＭＤ
駆動制御回路５４は分割ライトガイド２２１の周辺部２
２１ｂに対応したミラー駆動することで、第１のビデオ
プロセッサ２０２に出力される被写体画像の明るさ制御
が可能である。
【０１０６】次に、第２のビデオプロセッサ２０４に入
力された第２の内視鏡２０３の撮像信号は、ＣＤＳ回路
３３ｂ及びＡ／Ｄコンバータ３４ｂを介して、映像信号
処理部３５ｂに入力され、この映像信号処理部３５ｂで
ビデオ信号に処理されてモニタ３等の表示装置に出力さ
れる。また、ＣＤＳ回路３３ｂから出力された撮像信号
は調光制御部２１３ｂに出力され、この調光制御部２１
３ｂは撮像信号を検波し、検波結果として第２の検波信
号を出力する。
【０１０７】第２のビデオプロセッサ２０４より出力さ
れた第２の検波信号は、光源装置２０５の比較器２２３
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ｂで基準電圧と比較され、この比較結果に応じて、ＤＭ
Ｄ駆動制御回路５４は分割ライトガイド２２１の中央部
２２１ａに対応したミラーを駆動することで、第２のビ
デオプロセッサ２０４から出力される被写体画像の明る
さ制御が可能である。
【０１０８】内視鏡装置２００は、第１の内視鏡２０１
に第２の内視鏡２０３が挿入され、同じ視野を共有する
場合は、第２の内視鏡２０３の視野全体は第１の内視鏡
２０１と第２の内視鏡２０３とからの照明光によってほ
ぼ均一に照明される。しかしながら、第１の内視鏡２０
１の視野には、第１の内視鏡２０１と第２の内視鏡２０
３とからの照明光によって照明される視野領域と、第１
の内視鏡２０１により出射された照明光のみで照明され
る視野領域とが存在し、第１の内視鏡２０１の視野には
第１の内視鏡２０１と第２の内視鏡２０３とからの照明
光によって照明される視野領域は高輝度部画像となる。
【０１０９】この視野の違いにより、第１のビデオプロ
セッサ２０２から出力される第１の検波信号と第２のビ
デオプロセッサ２０４から出力される第２の検波信号と
は、差が生じる。この差が所定値以上になると光源装置
２０５の差分検出部２２４は、この差を検出し、第１の
ビデオプロセッサ２０２のクリップスイッチ回路２１２
を制御する。従って、本第４の実施の形態の内視鏡装置
は、第１の内視鏡２０１からの照明光のみで照明される
視野領域が暗くなることが防止可能である。
【０１１０】また、第１の内視鏡２０１と第２の内視鏡
２０３とからの照明光によって照明される視野領域は、
これら両方の照明光によって第２のビデオプロセッサ２
０４から出力される第２の検波信号が増加し、この増加
分を光源装置２０５の比較器２２３ｂ及びＭＤＭ駆動制
御回路５４が補正するように分割ライトガイド２２１の
中央部２２１ａに入射される照明光を制御する。従っ
て、本第４の実施の形態の内視鏡装置は、画像の白飛び
（高輝度の小面積部）が防止可能である。
【０１１１】この結果、本第４の実施の形態の内視鏡装
置は、一つの光源ランプ４１で第１の内視鏡２０１及び
第２の内視鏡２０３のそれぞれのライトガイド２１０
ａ，２１０ｂに供給し、且つ供給する光量の調整を行う
ことができ、白飛び（高輝度の小面積部）を防止可能で
ある。
【０１１２】尚、本第４の実施の形態の内視鏡装置は、
光源装置２０５の比較器２２３ａ、２２３ｂに複数の基
準値を設け、第１及び第２のビデオプロセッサ２０２、
２０４から出力される第１の検波信号と第２の検波信号
の入力の有無を検出させることで、これら検波信号の入
力がある場合は上記した制御を行い、一方、これら検波
信号の入力がある場合はＯＦＦするように集光レンズ２
２２に入射されない方向にミラーを可動させても良い。
【０１１３】また、本発明は、以上述べた実施形態のみ
に限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範
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囲で種々変形実施可能である。
【０１１４】［付記］
（付記項１）  照明光を供給するための光源ランプと、
前記照明光を伝達する光伝達手段及びこの光伝達手段に
より伝達される照明光で照明された被写体を撮像する撮
像装置を有する内視鏡とを備え、前記光源ランプの光路
上に配置し、所定軸に対して所定の角度範囲で回動可能
な複数のミラーを二次元的に前記照明光の受光面側に向
けて配したミラーデバイスと、前記撮像装置が出力した
被写体画像を生成する撮像信号を、この被写体画像の異
なる領域で検波する複数の検波手段と、前記複数の検波
手段の検波結果に基づき、前記ミラーデバイスの複数の
ミラーを独立に駆動制御する駆動制御手段と、を具備し
ことを特徴とする内視鏡装置。
【０１１５】（付記項２）  前記内視鏡に予め付された
前記検波手段の検波領域に関する情報を読み出す手段
と、前記情報に基づき、前記検波手段の検波領域を制御
する検波領域制御手段と、を具備したことを特徴とする
付記項１に記載の内視鏡装置。
【０１１６】（付記項３）  照明光を供給するための光
源ランプと、前記照明光を伝達する光伝達手段及び被写
体を撮像する撮像装置を有する内視鏡とを備え、前記光
源ランプの光路上に配置し、所定軸に対して所定の角度
範囲で回動可能な複数のミラーを二次元的に前記照明光
の受光面側に向けて配したミラーデバイスと、前記撮像
装置が出力した被写体画像を生成する撮像信号から明る
さ分布情報を検出する分布検出手段と、前記分布検出手
段の検出結果に応じて、前記撮像信号の領域から異なる
複数の明るさ情報を検出する明るさ情報検出手段と、前
記複数の明るさ情報に応じて、前記ミラーデバイスの複
数のミラーを独立に駆動制御する駆動制御手段と、を具
備したことを特徴とする内視鏡装置。
【０１１７】（付記項４）  照明光を供給するための光
源ランプと、前記照明光を伝達する光伝達手段及び被写
体を撮像する撮像装置を有する内視鏡とを備え、前記光
源ランプの光路上に配置し、所定軸に対して所定の角度
範囲で回動可能な複数のミラーを二次元的に前記照明光
の受光面側に向けて配したミラーデバイスと、前記ミラ
ーデバイスの複数のミラーを独立に駆動制御する駆動制
御手段と、前記駆動制御手段により駆動された前記ミラ
ーデバイスの一部のミラーを前記所定の角度位置に固定
したときに、前記一部のミラーの反射より形成されるス
ポット照明光の前記被写体からの戻り光を受光する受光
手段と、前記受光手段から得られる受光信号に基づき、
前記被写体までの測距情報を得る測距情報取得手段と、
を具備したことを特徴とする内視鏡装置。
【０１１８】（付記項５）  照明光を伝達する光伝達手
段及び被写体を撮像する撮像装置を有する複数の電子内
視鏡を備え、照明光を供給するための光源ランプと、前
記光源ランプの光路上に配置し、所定軸に対して所定の
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角度範囲で回動可能な複数のミラーを二次元的に前記照
明光の受光面側に向けて配したミラーデバイスと、前記
ミラーデバイスの複数のミラーを独立に駆動する駆動手
段と、前記複数の電子内視鏡の撮像装置から得られる複
数の撮像信号に応じて、前記駆動手段を制御する光量制
御手段と、を具備したことを特徴とする電子内視鏡装
置。
【０１１９】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、白
飛び（高輝度の小面積部）を防止可能な内視鏡装置を実
現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の内視鏡装置を示す
構成図
【図２】図１のモニタに表示される内視鏡画像を示す説
明図
【図３】本発明の第２の実施の形態の内視鏡装置を示す
構成図
【図４】図３のビデオプロセッサの調光制御部を示す回
路ブロック図
【図５】図５及び図６は画素データを水平方向に２ブロ
ック加算する場合を説明する説明図であり、図５は撮像
領域の１ブロックを水平方向にｎ個分割して、このｎ個
に分割された分割領域毎をｎ個の各ブロック平均算出部
で検波する際の説明概念図
【図６】図５の各ブロック平均算出部で検波された画素
データをブロック検波データとして取り込む際の説明概
念図
【図７】ブロック検波データによる１個のブロックデー
タを単位として被写体画像の１画面を形成した際の説明*
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*概念図
【図８】本発明の第３の実施の形態の内視鏡装置を示す
構成図
【図９】図８の内視鏡装置の動作を説明する説明図
【図１０】本発明の第４の実施の形態の内視鏡装置を示
す構成図
【図１１】図１０の光源装置の分割ライトガイドの入射
端面を示す説明図
【符号の説明】
１            …内視鏡装置
２            …内視鏡
２ａ          …ＣＣＤ
４            …ビデオプロセッサ
５            …光源装置
１８          …ライトガイド
１９          …処置具挿通チャンネル
２０          …ＲＯＭ
３５          …映像信号処理部
３６          …調光制御部
３７          …ＣＰＵ
３８          …平均検波回路
３９          …ウインドウ検波回路
４０          …差分検出部
４１          …光源ランプ
４６          …デジタルミラーデバイス
５１          …第１ＰＷＭデータ生成回路
５２          …第２ＰＷＭデータ生成回路
５３          …合成回路
５４          …ＤＭＤ駆動制御回路

【図１】 【図１１】
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【図３】
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解决的问题：实现一种能够防止高光飞散（高亮度小面积部分）的内窥镜装置。 视频处理器（4）基于来自定时发生器（31）的采
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确定是否插入或移除了诸如镊子之类的治疗工具7并输出确定结果，并且执行光源装置5的调光控制。 光源装置5基于来自视频处理
器4的信号，在DMD驱动控制电路54的控制下驱动并控制数字镜装置46。
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